化学 by 永田 正典 et al.
を 利用した新しい固体能動素子 を つ く る 可能性 を
探る 。
2 .  学会発表
1 . 昭和 51年度
1 ) 鉄微 粒子のメ スパウア効果 : 深野泰茂， 鐘
巻修一， 林光彦， 田 村一郎， 藤 生 康雄，日本
物理学会1976分科会， 51 . 10， 山形.
II . 昭和 52年度
1) 鉄微 粒子のメ ス バウア効果 II : 田 村一郎，
林光彦， 深野泰茂， 鐘巻修一， 藤 生 康雄，日
本物理学会1977年会， 52 . 10， 東京.
2 )  鉄微 粒子のメ スパウア スペ クトルに現れ る
センタ ー ピー ク に ついて : 林光彦， 田 村一郎，
昭和 52年度日本物理学会応用物理学会北陸支
部合同講演会， 52. 12， 富 山.
3 ) ストレ ー ンゲー ジ を 利用した 2 次元圧 力 発
生 装置の試作 : 林光彦， 昭和 52年度日本物理
学会応用物理学会北陸支部合同講演会， 52. 
12， 富 山.
3. 刊行論文 ・ 著書等
1) Hayashi， M . ，  Hasegawa， K . ，  and Hayashi， K.  : 
Ferroelectric phase transition in lead zirconate 
titanate under high pressure . Japanese Journal 









1 ) 永 田 ・ 広上・ 平井 : 光化学反応 を 応用す る含窒
素ヘテ ロ環化合物の合成研究
Anhydro 3-substituted 5， 6， 7， 8-tetrahydro -4-
hydroxy- 2- methy1-pyrido [1， 2 -bJ  pyridazinium 
hydrideのmethano1 溶液に 光照射す る と photo - ring 
transformation を起し た 4H-pyrido[1， 2四aJpyrimi­
din-4-one 体 が好収率 で 得 ら れ 構造は 別 途 の方
法 で合成し た もの と 同定し確認し た 。 また他の研究
者 に よっ て も 4 - hydroxypyridazinium anhydride 類
に ついて同様の反応が進行し， 反応機構に ついて も
考察 さ れている 。 ついで本反応条件等の検討 中，4H-
pyrido [1， 2-aJ pyrimidin-4-one 体 を 更 に 光照射す
る と原料に 溶媒一分子 が付加し た 組成 を持つ結晶性
物質 を単離した。 本品 は元素分析， M S， IR， lH お
よび 13 C の NM R の知見より 4- oxo曲spiro [4， 5J 
dec - 2ene 構 造 を 持つ もの と 推定し た 。 また 本品の
酸 に よ る加水分解成績体の推定構造か ら も spiro 体
構造 を支持さ れ る と 考え た が， 更 に 構造 を 決定づけ
る た め X線解析 を 行なっ た と こ ろ spiro 体 でな く て
ß-1actam 体 構造 を 有す る こ と が判明した 。 lH およ
び 13 C の NMR も spiro 構造より か1actam 構造の
方 がより 符合し， 他のpyrimidin-4-one 誘導体 に つ
いても光照射により比較的好収率で対応する ß-1actam
体 を 単離し た 。 Pyridazin-3-one， pyrazin-2-one， 
pyrimidin-2-one の光化学が研究 されている が pyri­
midin-4-one の光化学に ついて研究 さ れていないo
pyrimidin -4-one 誘導体 か ら容易 に methoxy β-
1actam 体 が 得 ら れ る こ と は薬理作用の面か ら も 興
味あ る こ と であ る 。 反応機構の解明 に 中間体の単離
に重点をおき反応 溶媒， 温度の条件の検討を行って
いる 。
2 )  Diazasteroids の合成研究
Homoveratry lam ine と 3-( 2-carbomethoxyethy 1 )-
1， 3-dimethyl-2-pyrrol idone を 160-165。で縮合し
て 対応寸る amido 体とし，ついで Bischl er-Napier­
pieral ski 反 応 に より 1-[2- ( 2-oxo-1， 3-dimethy1-
3-pyrrol idyl ) ethyl-6， 7- dimethoxy-3， 4四 dihydro­
i soquinol ine と なした後， 還元的閉環反応 を 行 ない
対 応す る 目 的の 2， 3-dimethoxy-15-methyl-8， 15-
diazaestra-1， 3. 5(10 )ーtriene を 単離した 。 本化合
物の立体 構造も考察し明 ら か にし た 。
2. 学会発表
1)  4-pyrimidone 誘導体の光化学反応( I ) : 山崎高
謄， 永 田正典， 広上俊一，宮越寿美子 ，日本薬学
会 第45回北陸支部例会 ( 1977) . 
2 )  4-pyrimidone 誘導体の光化学反応(II) : 広上俊
一， 平井美朗， 永 田正典， 山崎高磨、，日本薬学会
第45回北陸支部例会 ( 1 977) . 
3 )  2- furfury 1 ideneacety 1-3-methy1-quinoxal ine 
の加水分解 : 山崎高磨、， 的場 勝英， 伊藤謙一， 永
田正典，日本薬学会第97年会 ( 1977 )
4 )  Synthesis in the diazasteroid group( X) .  
5， 9- diazasteroid system の合成 : 山崎高層， 永
田正典， 高畑広紀 ， 石倉稔，日本薬学会第97年会
( 1977) 
3. 刊行論文 ・ 著書等
1) Yamazaki， T.， Nagata ， M . ， Hirokami， S .  and 
Miyakoshi， S .  : Photochemical rearrangement of 
-4-
fused zwitterionic pyriazines  and photochemic al 
ring contraction of fused pyrimidones . Hetero­
cycl es 8 : 377 (1977). 
2) Yamazaki ， T. ， Nagata ， M. ， Matoba ， K. ， Tak a -
hata ， H .  and Castl e ，  R ，  N .  Synthesis in the 
diazasteroids group (V1) . J .  Heterocyclic Chem . 
1 4  : 469 (1977). 











1 ) 本田:悪性腫蕩 ， 梗塞組織， リ ン パ 組織等 を 中
心に， その形態並び に動態検査 に 用いる 放射性医
薬品特に R 1 標識化合物の開発研究 を 試み， 実験
動物を用いて， それ ぞれの代 謝 を研究している。 実
験動 物移植癌， 細 胞 培養， オートラジオグラフ， 細
胞 分画， mic rocircul ation ， im時 e sc annin只 等
の 実験 方 法 を 用いて， tumor ， infarct tissue ， 
lymph node s 等 へのR 1 標識化合物の集積と そ の
機序を 検索す る 。
組織 内 放射線量 を も求め， 放射線生物学 への諸
問題の解明 に 発展さ せ たい。
短半減 期 核種で今日最も有用性の高い 99m Tc 04 
の 二三の 標識化合物の合成 を 試み， そ の代 謝 を ハ
ム スタ ー の pancreatic acinar tumor， isl et tumor， 
duct adenoc arc in oma に ついて研究し た 結果 を 報
告した 。
2 )  菅野 :植物 培養 細 胞の 生理活 性 植物 培養細
胞 の 核酸， 蛋白質 の代 謝 ， および第 二次代 謝産 物
の生合成活 性が， 細胞の 培養令 ， 培養条件によっ
て ど のように 変化す る か を 調査 研究している 。
3 )  菅野 : 哨乳 動物の 遺伝子活 性 -0甫乳 動物の 遺
伝子 発現ー抑制 の機構 を 分子レベルで明 ら か にし
つつあ る 。 即ち， DN Aと核蛋白質の クロマチン
内 での存在様 式 を 明 ら か にし， こ れ ら の結果に基
き ， ク ロマチ ン の構造 と 機能 の 関連 を 調査研究し
ている 。
2. 学会発表
1) Hon da ，  T.: The pharmac ol ogy and preclinical 
evaluation of new radiopharmdceutic al s .  Radiop­
harmac eutical Symposium in Philadelphia ，  Apri 1， 
1976. 
2) Honda ， T. : Biodistribution and pharmacokinetic s 
of S - 35 l abell ed 5 - thio - d - glucose in hamsters 
bearing pancreatic tumor model s .  24th Annual 
Meetinεof the S ociety of Nucl ear Medic ine，  
June， 1 977. 
3) 菅野延彦， 森谷佳子， 小川由�IJ. 西荒介 : ニ ン
ジ ン 培養細胞に おける フェノール酸の生合成活 性
と調節(1). パニリン 酸生成と O町 メ チル 転移酵素
(OMT) と の 関 連.日本薬学会第96年会， 52. 4 ， 
東京.
4) 小 出薫 ， 菅野延彦， 西荒介 : ニ ン ジ ン 培養細 胞
に おける フェノール酸の生合成活 性 と 調節 (2). 日
本薬学会第96年会， 52. 4 ， 東京.
5) 斉藤 順子 ， 沢井保子 ， 菅野延彦， 和 田健司， 塚
田 欣司 : 培養植物細胞 に おける RNase Hと その機
能. 第50 回 生 化学会大会， 52. 10， 東京.
6 ) 清水加代子 ， 菊池 徹 ， 菅野延彦， 西 荒介 :
ニ ン ジ ン 培養細胞に おける カ ロ ケノ イ ドの生成.
日本植物学会第42回大会， 52. 10， 福岡.
7) 菅野延彦， 午房康子 : ゲルj戸過法に よ る ラット
肝ク ロマチ ン 画分 の 鋳型活 性 に ついて. 日本薬学
北陸支部例会， 52. 11， 金沢.
8) 小川由則 ， 菅野延彦 : ニ ン ジ ン 培養細 胞 に おけ
る 0 - メ チル基転移酵素と フェノー ル酸生成. 日
本薬学会北陸支部例会， 52. 11， 金沢.
3. 刊行論文 ・ 著書等
1) Honda ， T. : Radiopharmaceutic al s for pancreatic 
tumors . Rodioak tiv e Isotope in der Klinik und 
Forschung，  1 2: 783 - 803 ， 1976 . 
2) Honda ，  T. : 99m Tc -1 - aminocycl opentane c ar­
boxylic acid : tumor and tissue distribution resul ts 
on a l abell ed cytotoxic amino acid . 1nt. J. Appl . 
Radiat . an d Isot opes 27  : 621 - 625， 1976 . 
3) Honda ， T. et . al . : Distribution of 99m Tc - 1 -
thioglucose in rats : Effect of administration 
route on pancratic specif icity . Radiol ogy 1 24 
837 - 838， 1 977 .  
4) Honda ， T. ( Editor) An introduc tion to the 
chem istry of radiopharmac eutic al s .  J ohn Wi l ey 
and Son s ，  1nc . ， 1977 . 
5) Sugano， N. and Okada， S. Physic ochemical 
properties of c hromatin digested with trypsin . 
Bioc him. Biophys. Ac ta 383 : 78 ，  1 975 . 
6) Sugano， N.， Iwata， R. and Nishi， A. : Formation 
of phenol ic acid in c arrot c ell s in suspension 
5 -
